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概要 
 

本論文では情報と世界構築の関係を構造主義科学の観点より考察する．既往研究より状況意味論（situation 
semantics: Barwise and Perry 1983）1)と情報粒子（infon: Devlin 1991）2)の基本概念を取り入れつつ，理論上では異

なる展開を行い，新理論であるデジタルコミュニケーション論（高橋 2011）3)を展開する．第１章では，デジタ

ルコミュニケーションの基本的性質と情報との関係性を説く．第２章ではインターネットの世界的普及やそれに

ともなうソーシャルネットワークの台頭を例として，情報科学の視点からなぜこうした現象が起きたのかを考察

する．第３章では世界(情報構築)に重点を置き，世界拡張とは新事象の創造であり，同時に情報の誕生であると

いうデジタルコミュニケーションによる情報構築理論を説く．情報は我々人間を始めとした生命体の知覚と結び

つくものだけではなく，粒子などの世界を構成する物質の作用にも関わってくるとされている．本論文はこうし

た傾向を考慮しつつ，情報科学から始まる世界および人間社会拡張の論理的考察を行う． 
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Abstract 
 
This essay discusses how information relates to the creation of the world following structuralism. Although the essay 
basically follows the idea of situation semantics (Barwise and Perry 1983, and Devlin 1991), it provides a new approach to 
situation theory, which I call Digital Communication (Takahashi 2011). Chapter one discusses the basic idea of Digital 
Communication and its relation to information. Chapter two explains the current proliferation of social networking system 
from the view point of information science. Chapter three focuses on the creation of the world. It argues that the expansion of 
the world is equivalent to the birth of new information. The theory tries to expatiate on how animates can perceive their 
individual world and extend it by information processing. 
 

Key words: information，communication，meaning，world 
 
 
 

１．デジタルコミュニケーションと情報 
 
今日，情報化社会といわれる要因として，インターネットの誕生やそれに伴うソーシャルメディアの発達によ

る情報の多様化があるとされる．人間が言語を生みだし複雑なコミュニケーション体系を可能にして以来，人間

界における情報は飛躍的に拡張したといえる（Putnam 1975）5)．このように，人類は古代より情報を通して社会

を形成し自らの世界構築に貢献してきた．情報と人間は密接に関係していると考えられる．その上で，Dretske
（1981）4)は情報が生物界において必須の存在であるとし以下の２点に着目した． 
 
１，情報の質（意味） 
２，情報の伝達手段（コミュニケーション） 

 
 
情報には必ず“情報の質”，つまり意味が存在するとし，意味の伝達によって情報が最終的に決定されるとした．

また，この情報伝達手段のことをコミュニケーションと呼び，何かしらの媒体（例えば言語）を要するとしてい

る．このことより，情報の多様化とは単に情報量の増加だけではなく，情報内に存在する意味の拡張でもあると

推測することができる．コミュニケーションの原理では，意味の拡張に伴いコミュニケーション自身も同時に拡

張するといわれている．結果として，情報の多様化が発生するのである．これをもとに本論文では， 
 
１，意味とは何か？ 
２，意味とはどうコミュニケーションされるか？ 

 
という２つのテーマをもとに，情報の多様化をもたらした今日の情報化社会の起因を探っていく．その上で，高

橋（2011）が提唱したデジタルコミュニケーションの考え方を元に情報を媒介とした新コミュニケーション論を

展開する．本論文では情報化社会の一例として，日本国内におけるソーシャルメディアの台頭を具体例として取

り上げるが，本理論の実践的応用は次回の論文に譲るとし，本論文ではあくまでも理論の提唱にとどめることを

ご理解いただきたい． 
 
１．１ デジタルコミュニケーション論における情報モデル 
 
デジタルコミュニケーション論とは情報を媒介としたコミュニケーションが世界を生む最大原理であるとする

コミュニケーション論である．他の情報理論およびコミュニケーション論との最大の違いはコミュニケーション

に対する考え方である．コミュニケーションとは一般的に下記の３つの事項より定義される． 
 

 
１，外部との通信インターフェースがあり，コミュニケーションを行うための外部通信機能，人間であれば，

五感を持っていて，それらが機能しているということ． 
 

２，入出力情報を認知または認識する為の共通データベースがある．文字通りコミュニケートされた内容を理

解する為のコンテクストを互いに持っているということ． 
 

３，時間と空間を共有している．彼我の意志を互いに五感で検知できる状態にあること．但し，互いに同じ時

間や場所にいなければならないことを必ずしも意味しない． 
 

 
コミュニケーションの一般論理は，情報はコーディング（coding）を通して送り手（sender）から受け手

（receiver）に伝わるとされるコードモデル（code model）である．情報理論では，送り手から発せられたメッセ

ージは必ず送信器（transmitter）によってシグナルへとコーディング（変換）される必要がある．シグナルへとコ

ーディングされたメッセージは，同じように受け手の保有する送信器を通してメッセージへとコーディングされ，

最終的に受け手へと伝わるとされる．よって，送り手と受け手には必ずコーディングを行う為の情報処理能力*1
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を有する必要がある．人間でいう五感は送信器の役割を果たしており，多角的なコミュニケーションを可能にし

ている．またコミュニケーションは空間，時間を選ばなくとも達成される．例えば，１０００年前に創作された

情報が今日の世界に伝わる場合もあり，コミュニケーションは達成可能である．デジタル化された情報は昨日の

ことを今に伝え，今のことを未来に伝え，かつ世界の様々な地域に発信することが可能である．情報通信技術の

進歩によって，コミュニケーションの幅は更に広がりをみせつつある．デジタル情報通信により情報が０，１と

いう２値数に可変されると，これまでにない膨大な量の情報が時間や空間の壁を無くして送り手から受け手に伝

わることが可能である．コードモデルコミュニケーションでは通信インターフェースが必要であるとするが，情

報を収得とする為の「意図」は定義に含まれていない．情報の伝達は事象間の意図の有無に関わらず達成される

からである．ミスコミュニケーションがこの代表例である．ミスコミュニケーションとは両者間（特に送り手）

の意図とは異なる情報が伝達されるコミュニケーションのことをいう．コードモデルコミュニケーションでは，

送り手・受け手間の情報伝達の有無によりコミュニケーションの達成を判断している．故に，ミスコミュニケー

ションはコードモデルにおいてはコミュニケーションの達成であると定義される．コードモデルに対して，Paul 
Grice（1989）8)はコミュニケーションとは送り手・受け手間の意味に対する共有構築であるとする推論モデル

（inferential model of communication）を唱えた．Grice は全ての情報（例えば暗示的意味）はコーディングの対象

になり得ないとし，コーディングの絶対的必要性を否定した．その上で，あくまでも両者間の意図無くしてコミ

ュニケーションは達成されないとした．コードモデルと推論モデルのコミュニケーション達成基準とでは，意図

の有無により異なるのである．コードモデルでは，あくまでも情報量をコミュニケーション内にて定量化するこ

とにつとめたのに対して，Grice の推論モデルでは意味の考察に重点が置かれている．これが両者の差異を決定

づけたのである．デジタルコミュニケーション論では，情報と同時に意味の定量化を行う．その上で，全てのコ

ミュニケーションには何らかの動機付けがあるとし，動機の具体的発見を目指す考察を行う． 
上記２つのモデルにおいては，コミュニケーションの達成基準は事象間の意図によって異なるとされたが，コ

ードモデル，推論モデルともにコミュニケーションが達成されない場合が存在する．それは情報がどの事象にも

認知されず孤立する場合である．例えば，コンピュータ内でデジタル化された情報は全ての人間に認知されるこ

とはない．幾つかの情報は媒体内に滞在するのみで，情報を汲み取る受け手が欠落している．この情報のことを

孤立情報と呼び，送り手・受け手両者から認識されない情報である*2．元来のコミュニケーション論では送り手

と受け手間においてのみ情報は存在するとされ，両者の欠けている孤立情報はコミュニケーションの対象でない

とした．例えば，宇宙空間において万人に与えられない情報などが挙げられる．状況意味論（Barwise and Perry 
1983）以後，送り手・受け手間を超越した情報コミュニケーションの考察に重点が置かれるようになったが，コ

ミュニケーションの対象となる情報とはあくまでも人間が，コミュニケーションという手段によって捉えること

のできる情報だとされた．情報とは人間のいる状況によって大きく変化すると言われている．例えば，ニュート

ン以前人類は重力という情報，概念を認識できなかったが，今日では重力は認識できる状態である．つまり，

「重力」という情報は状況下によって変化する（詳しくは第２章の状況意味論の解説にて）．本来人間に認識さ

れる事の無かった，「重力」という情報が科学というコミュニケーションを通して伝わったのである．この場合，

科学とは理論の構築によって情報が複雑に伝達されるコミュニケーション体系である．情報が数多く蓄積される

事により情報の伝達が可能になったコミュニケーションであると言える．これを仮に‘コミュニケーションの空

間’と呼ぶ事にする（詳細は第３章より）．デジタル化によってコミュニケーションの幅が飛躍的に拡大した今日，

コードモデルや推論モデルの両者の定義も含まないコミュニケーションが起こり始めた．情報自身が変化を起こ

し，送り手や受け手からの認識を必要としない現象が独自に生まれ，新世界を創造するのである．孤立情報さえ

もコミュニケーションを起こす時代となったと言える．情報を伝える媒体も言語，コンピュータのみならずあら

ゆる環境，状況下で起こり始めている．故にコミュニケーションとは単に２者間における情報伝達のことではな

く，世界のあらゆる場に存在する情報が時間や空間を越えて起きる一種の世界構築論理であると言える．このこ

とから，今日の情報コミュニケーションを語る上で従来のコミュニケーションの定義は狭義であるとし新たなコ

ミュニケーション論を提唱する． 
 

 
 
 
 
 

１．２ デジタルコミュニケーション論における子情報の融合と変革 
 
デジタルコミュニケーション論ではコミュニケーションの定義を抜本的に変革したうえで，コミュニケーショ

ンを世界という空間概念と同等だとした．これは，上記の科学の例のように，コミュニケーションが単に事象間

の情報伝達として存在しているのではなく，より多目的な情報構築空間を成していることより考えられる．本来

コミュニケーションとは世界創造の為の情報構築手段，つまり世界はコミュニケーションにより創作されるとし

たが，デジタルコミュニケーション論ではコミュニケーションとは世界という情報構築が完成された形であると

説いた．その上で，情報の世界を創造する為の新たな普遍的手段であるデジタルコミュニケーションが存在する

とし，この理論をデジタルコミュニケーション論と呼ぶ．デジタルコミュニケーション論では，世界拡張の源は

２元性をもった情報拡張である．例えば，人間が言語を使って情報を発信しコミュニケーションを行うことは言

い換えれば，言語の中の情報がデジタルコミュニケーションを通して世界（コミュニケーション）を構築してい

るのと同等と位置づけ，全ての情報の源は‘点’であると考える．Devlin（1991）は世界には情報粒子（infon）と

呼ばれる情報を含んだ粒子が存在すると述べているが，情報粒子はあくまで概念事象であるとして，物理的存在

の断定をするに至らなかった．これに対してデジタルコミュニケーション論では情報粒子が実在することを前提

として考察を加える．まず，ここに情報粒子（P）が存在するとする．粒子（P）の中には情報階層が存在しさら

に細かな情報（a1．．．an）が羅列されている．Devlin は情報粒子を捉える上で，真偽を断定する i がさらに存

在すると述べた．これは論理学，意味論上でいう“０”（偽），“１”（真）の２元的概念である．よって，一

般的な情報粒子は{＜P， ＜a1．．．an＞， i＞}で表すことが出来る．例えば，「紅」という情報粒子には＜派

手，情熱，共産＞という子情報が存在するとする*3．情報が真であるなら“１”，偽であるなら“０”とする．

もしどちらも明確でない場合*4 は記入を要しない．なぜなら，真偽の概念 i は不必要となるからである．上記の

例が正しいとする時，{＜紅， ＜派手，情熱，共産．．．．an＞， 1＞} となる．情報は常に複数の子情報を包

含する．情報理論では情報と意味を区別するが，デジタルコミュニケーション論では情報と意味は包含関係にあ

るとし，子情報とは情報の概念，つまり意味であるとした．子情報は常に一定ではなく，情報が発生した状況に

より大きく変化する．これは意味と外部世界の相対性を謳った状況意味論（Barwise and Perry 1983）の考察と類

似する．デジタルコミュニケーションでは，子情報は捉え手（receiver）の状況により変化・相違するとしている．

情報粒子に存在する子情報はデジタルコミュニケーションの本質に欠かす事が出来ない．なぜなら，子情報の定

義により情報粒子の性質が決定されるからである．デジタルコミュニケーションではこの情報粒子がさらに他の

情報粒子と結合し，新たな情報組織が‘線’として構築される．例えば，「紅」（P）という情報粒子と「白」

（Q）というまた違う情報粒子が結びつくことにより，新たな情報組織である「紅白」（R）が構築されるとい

うものである．この情報粒子（R）の子情報は（P）と（Q）の含有する子情報が融合される場合と，変革される

場合の２種類存在する．上記の例で言えば，「紅」の子情報 {＜紅， ＜派手，情熱，共産，赤色．．．． an＞， 
1＞} は「白」の子情報 {白， ＜無知，無色，降伏，潔癖．．．． an＞， 1＞} *5 と結びつくことによって，

「紅白」の子情報 {紅白， ＜対決，派手，情熱，共産，無知，赤色，無色．．．． an＞， 1＞} *5 が発生する

と仮定する．この場合，それぞれ（P， Q）に存在した子情報はそのままの形で融合されている．情報は互いに

結びつき新たな情報（および子情報）を創作するが，現実上では上記の例のように，単純に子情報同士が融合さ

れることは少ない．例えば，「紅白」の概念において，＜派手，共産，情熱，無知，降伏，潔癖＞などという子

情報は存在しない場合が多いとされる．こうした子情報は不必要概念とされ削除される．また，「紅白」を例に

とると，ここに出現した＜対決＞という子情報は情報粒子の結びつきにおいて誕生した新情報である．こうした

情報の結びつきにより子情報の削除や新たな添加がされることを，子情報の変革と呼ぶことにする．[図-１] 

デジタルコミュニケーション論は新情報の発生が世界拡張の大原則であると謳い，情報構築を元にした世界論を

説く．その上で，デジタルコミュニケーションの過程で起きる情報粒子間の融合現象をデジタルトランジティビ

ティー（電磁融合）と呼ぶ．デジタルトランジティビティーでは，１つの情報粒子に含まれる子情報がいわば

（＋，－）の電磁性をもち，他の情報粒子の子情報“（＋，－）”と結びつく．この結果，情報の融合や情報の

変革が発生する．新情報が発生する為には必ず２つの情報粒子が必要とされる．これは，従来のコミュニケーシ

ョン論や情報理論でも述べられた相互インタラクション論理と同様と言える．従来のコミュニケーション論との

差異とは，情報インタラクションは事象間で起きるのではなく，情報そのものの間で発生するということである． 
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［図-1］デジタルトランジティビティーと子情報の変革 
 
 

 
 
 
１．３ デジタルトランジティビティー（電磁融合）とは 
 

デジタルコミュニケーションではこの２元的情報構築をテーマに情報／世界拡張を主張した．世界拡張とデジ

タルコミュニケーションの関係については第３章で触れることとし，ここではどのようにデジタルトランジティ

ビティーが情報粒子の間で起きているのか検証する．まず「紅」（P）の子情報＜＜派手，情熱，共産，赤

色．．．．an＞， 1＞は，全て＋の電磁性を持っており，「白」（Q）の子情報 ＜無知，無色，降伏，潔

癖．．．．an＞，1＞は全てーの電磁性を持っていると現時点で仮定する．この場合，それぞれ＋と－の子情報

が均等数存在しているので，全ての子情報の間で正しくデジタルトランジティビティーが起きる．よって，「紅

白」（R）という情報粒子の子情報は２つの情報粒子（P， Q）の子情報を全て包含することになる．しかし，

すでに上記で触れたように，いくつかの子情報は削除され新しい子情報の誕生が起きることから，上記の仮定は

否定される．デジタルコミュニケーションでは，子情報が融合された場合はデジタルトランジティビティーの成

功とし，子情報の変革が起きた場合はデジタルトランジティビティーの失敗とする．デジタルトランジティビテ

ィーが失敗する条件として２つの事が推測される．１つは融合される子情報の電磁性がどちらも同じである場合．

２つは，融合される相手の子情報が存在しない場合である．２の状態では，子情報は孤立し融合することなしに

欠落する，結果としてその情報の削除が行われるのである．１の状態では同じ電磁性をもった子情報はお互いに

反発し合い，結びつくことは無い．反発した子情報はデジタルトンジティビティーを達成させる為，異なる電磁

性をもつ子情報を創作しようとする．結果として“第３の子情報”が創作される．この現象が情報の変革であるし，

デジタルコミュニケーションではデジタルトランジティビティーに失敗した状態こそ，新情報を創出する機会で

あると述べるに至る．上記の「紅白」におけるデジタルトランジティビティーの例では，＜共産，降伏，無知，

潔癖＞という子情報には単独子情報として孤立し削除される．それに対して，＜情熱，派手＞という子情報は互

いに同じ電磁性（仮に＋とする）をもち，２つの子情報は反発しあう．その結果，新たな子情報である＜対決＞

が誕生するのである．“（＋，－）”の電磁性が協調した＜赤色，白色＞といった子情報は融合に成功し，新情

報内でも存在する．これにより，「紅白」の子情報は＜色，赤色，白色＞となる*5．上記より，デジタルコミュ

ニケーションでは情報粒子の中に眠る子情報の結びつきが大きなポイントとなる．デジタルトランジティビティ

ーの性質をまとめると， 
 
●同じ電磁性をもった子情報は反発し合い新たな子情報を生み出す(情報の変革) 
●違う電磁性をもった子情報は融合し残る(デジタルトランジティビティーの成功） 
●融合されることのない子情報は消える（情報の削除） 

 
となる．次章では上記の論理を踏まえつつ，日本におけるソーシャルメディアの台頭を例にデジタルコミュニケ

ーションを説明していくとする． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
*1． 情報処理能力とは伝統的に情報を入力，出力できる能力であるとされ生命，非生命体問わず存在すると言われている． 
*2． コードモデルでは，送り手から発せられた情報がノイズなどの障害により受け手へと伝われない場合もコミュニケーションの

失敗といわれる．一方，推論モデルでは，送り手の意図したメッセージが受け手へと伝わらない場合を失敗とする．どちらの

モデルでも，送り手と受け手の両者が欠けている場合は失敗とされる． 
*3． 子情報（a1．．．an）は常に一定ではなく，状況や個人の経験に伴い変動するとされる．これは状況意味論からも言える． 
*4． 真偽の断定は常に一定ではない．世界では真であった情報が偽になりうるし，逆の事が起きる場合がありうる．真偽一体の概

念とはこうした真偽の断定が極めて難しい場合である． 
*5． これら全ての条件は仮定である．子情報は常に捉え手自身の経験および，状況下によって異なるので一定ではない．本文では

筆者の推測する１つの例として述べるに至る． 
 

 

世界 P：「紅」 

子情報：＜派手、情熱、共産、赤色＞ 

真偽：１（真） 

 

世界 Q ：「白」 

子情報：＜無知、無色、降伏、清潔＞

真偽：１（真） 

 

世界 R：「紅白」 

子情報：＜対決、赤色、無色＞ 

＊新子情報：＜対決＞の発生 

 

デジタルトランジティビティー 

     電磁融合 

・情報の変革 

 子情報の削除 

＜派手、情熱、共産、無知、降伏、清潔＞ 
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２．情報と社会構築 
 

デジタルトランジティビティーによって融合を果たす情報粒子であるが，現実世界においてどう機能している

のを本章では述べていく．その上で，情報の流動性が高いソーシャルメディアという情報空間を一例に考察して

いく． 
 
２．１ 既往ソーシャルメディアにおける情報空間 
 
ソーシャルメディア白書(2012)７)によれば，２００５年以降，日本国内においてほぼ１年単位で新たなソーシ

ャルメディアが誕生しているとされる．今日存在するソーシャルメディアで顕著なものとして，Twitter，Mixi，
Facebook，Youtube などの情報空間がある．これら４つの情報空間は，どれも日本国内にて８５％以上の認知率

を誇るメジャーメディアである．認知率の他，上記４つのメディア媒体の共通点として，情報が双方向に発信さ

れる Web2．0 の特性を兼ね備えている．つまり，あるメディアコンテンツの状況下（e）に滞在する送り手より

発せられた情報（s）が広範囲の状況下に滞在する受け手（l， l’， l’’．．．）へと，時間や空間の制限なしに伝

わるのである．デジタルコミュニケーション論では，ソーシャルメディアとは情報構築を達成するため，融合に

失敗した孤立子情報の流動する新情報空間であると捉える．ソーシャルメディアの出現により，本来融合する事

の無かった孤立情報同士がデジタルトランジティビティーを起こすことが可能になる．結果として，新世界の構

築が達成され世界拡張の意義は保たれるのである．情報はこれまでにない広域において浮遊し始めたのである*6．
この現象を踏まえると，ソーシャルメディアの出現は情報構築による世界拡張過程の必然的現象であるといえる．

上記の４つのソーシャルメディアの他，双方向間でのインタラクティブソーシャルメディアの台頭は近年著しい．

ではこうしたメディアがここ半世紀に渡って急増したのはなぜか．これはコンピュータという‘親世界’の登場が

大きく関係している．１つの世界として誕生した情報空間は他の情報空間とさらに融合を果たし，結果として膨

大な大きさに膨れ上がることがある．この場合における最大情報空間は宇宙であり，これを‘母世界’と位置づけ

る．膨大な情報空間の中にはそれよりも小さな情報空間が存在する．これを‘子世界’と呼び，この子世界の上位

概念に存在する世界を‘親世界’と呼ぶ．親世界と子世界を結びつけるのはデジタルコミュニケーションである．

デジタルコミュニケーションの連鎖によって世界はまた世界を作り出す．つまり世界とはデジタルコミュニケー

ションによって創作された階層世界であると考える．これを踏まえると，ソーシャルメディアも階層世界の１つ

である．ソーシャルメディアはコンピュータに対する子世界であり，コンピュータは親世界である．コンピュー

タという情報空間にはネットワークという情報線が存在する*7．この情報線が他の情報空間とデジタルトンラン

ジティビティーを起こす，つまり情報空間同士の融合が起こるのである．ソーシャルメディアはこうしたネット

ワークの増加，革新の結果により誕生した子世界である．ネットワークにより広域に渡り情報は浮遊を果たす．

その結果，情報同士が出会う機会は増加し類似情報も必然と生まれてくる．類似情報が増えると，デジタルコミ

ュニケーションの性質より孤立子情報が増加する事から，第３の情報へと融合を果たす動機付けが生まれる．こ

の動機により，ネットワーク内に新たな情報空間であるソーシャルメディアが創作される．この情報空間が孤立

子情報の情報融合を可能にさせていると言える．ソーシャルメディアによって情報粒子はこれまで届かなかった

場所に届く，もしくは違う形で情報粒子が相手に届くことになる．これにより， 情報粒子は今まで結びつくこ

とのなかった情報粒子と結びつくようになった．デジタルコミュニケーションを達成する上で，今後とも類似情

報が多く生まれる際，ソーシャルメディアのような情報空間は創作されていくであろう． 
 
２．２ デジタルコミュニケーション論と Web2．0 の台頭 
 
デジタルコミュニケーション論では，ソーシャルメディアの出現は，人間の心理世界構築の結果であると捉え

る．高橋（2011）は，デジタルコミュニケーションの本質動機として，人間の‘世界感’の拡張であるとし人間心

理の重要性を説いた．世界感とは人間の保有する五感と呼応し，五感を通した世界の認知を指す．ソーシャルメ

ディアは，こうした人間の情報に対する姿勢を大きく反映する形で発生したとされる．ここでは，双方向間のイ

ンタラクティブ性をもった Web2．0 がどのように人間の心理感へ影響を与えているのか探っていくとする．その

上で，デジタルコミュニケーション論によって Web2．0 の台頭を説明する．まず，情報共有がメディア内でどう

行われているかを知る為，情報の流動が激しいとされる SNS を中心に考察していく．日本国内において特に認知

率の高い SNS である mixi（９２．４％），Facebook（８７．４％）では，約６０％が親密な関係にある人物との

コミュニケーションを取り合うとされる．逆に GREE，mobage などのソーシャルゲームサービスでは，親密な関

係をもつ人物とのコミュニケーションはわずか２０％強，５０％強は親密ではない人物とコミュニケーションを

行っているとされる．SNS では情報の共有が主な目的である為，情報構築の可能性が強い人物間でのコミュニケ

ーションが図られる傾向がある．ここでは，情報流動に対する効率性が必要である．一方で，ソーシャルゲーム

サービスは娯楽の要素が強く，情報の共有は最重要要素ではない為，情報構築の効率化は必要とされない傾向に

ある．その為，ここでは相手が親密であるかという点は大きな要因とはならない．相手が親密な関係をもった人

物であればあるほど，同一，同質の情報粒子が共有される傾向は強いとされる．デジタルコミュニケーション論

では，同一性の情報粒子が増える事によって，世界構築の動機が生まれる訳であるから，SNS のほうが情報構築

を起きやすい状況を持っているといえる．SNS の基本概念として情報共有があるがゆえ，これらは必然的現象で

はあると考えられる．SNS では，新たな世界拡張（この場合ではネットワークの拡張）の結果，情報共有が加速

される．Facebook でいうフレンドコネクションシステムや，Twitter でのフォロワーなどの SNS の共通事項であ

る，ネットワーク内におけるフレンドベルトの存在は情報構築の一現象として存在している．上記より，情報共

有間の人物の関係性が強ければ強いほど，情報の拡張が行われる可能性が高くなる傾向にある．ここに，SNS を

する動機が示されたといえるのではないか．次に，Blog，Twitter，mixi という日本のソーシャルメディアサービ

スの中でも利用率の高い３つの情報空間を例に，デジタルコミュニケーションとソーシャルメディア内における

人間の心理状態の関係性を探っていく．今日，上記３つのメディアの使用率は東日本における使用率が多く（そ

れぞれ全体ソーシャルメディア比の３０％以上），逆に西日本での使用率はそれぞれ２０％台中盤と少ない傾向

にある（ソーシャルメディア白書 2012）．原因の１つとして，昨年の東日本大震災における情報共有の必要性

が叫ばれた結果といわれている．震災以後，情報共有の必要性が高く叫ばれたことにより，震災の被害を受けた

地域の人々の情報における心理的欲求が必然と強まったとされる．上記３つの SNS の利用率が高いのは，人々の

情報に対する不安を解消するため，情報空間の創作を求めたものであると観察する事が出来る．このことより，

今日の情報社会においてデジタルコミュニケーションが発生する起因とは，同質の情報粒子の過剰作成の他，情

報構築に対する心理的欲求があると考える事が出来る．SNS の使用率は都市部と地方中小都市間で差異がある．

これは都市と中小都市における情報共有量の差異から考える事が出来る．Blog，Twitter，mixi のサービス利用率

がメディア全体比でみて３０％以上と高い関東一都３県（東京，神奈川，千葉，埼玉），近畿２府２県（大阪，

京都，兵庫，滋賀）などの大都市圏では，情報流動が多く同質の情報が数多く出現する傾向がある．故に新情報

を入手する為に，世界構築を図る SNS への動機付けがこうした地域では発生しやすくなっているといえる． 
 以上より，新情報が作成されるというデジタルコミュニケーションの論理は，人間の情報に対する論理と一致

すると考えられる．これは，ビッグバン以来生命を含めたあらゆる物体が情報構築によって世界の物理的，認知

的拡張を果たす過程によって発生した普遍かつ必然的な現象であるといえるのではないか．今日の SNS などのソ

ーシャルメディアの元となった，コンピュータもまたこうした情報構築の一環として登場したと考える事が出来

る．コンピュータは情報を多く含有した巨大な情報空間である．この情報空間により，今までにない数の情報が

地域や時間を問わず浮遊し，結果として情報同士が接触する機会を与えた．同時に類似情報の誕生を促進し，こ

うした中で生まれた孤立子情報を救う為，ソーシャルメディアが誕生したのはデジタルコミュニケーションでは

必然である．今後，同じようにソーシャルメディアによって類似情報が誕生した際，孤立子情報の融合を促進す

る新たな情報空間が創作されると推測が出来る*8．どの段階にせよ，情報媒体はデジタルコミュニケーション無

しでは成り立たない，言い換えればデジタルコミュニケーションが成立してこそ誕生するものである．よって，

デジタルコミュニケーションの動向を探っていくことは同時に今後の情報世界を見通す第一歩になるのではない

だろうか．第３章では，こうした世界構築の原理を具体的に説明していく． 
 
 
 

 
*6  情報の浮遊の英語表記は information flow である．シャノンの情報理論(1949) 6)より状況意味論に至るまで，情報の浮遊はコミ

ュニケーション論を確立する上で重要な観点である．情報理論では，情報は媒体を通して浮遊する事が可能であるとする．シャ

ノンはこの媒体を情報媒体とし，状況意味論では情報粒子とした．デジタルコミュニケーション論では情報は情報粒子であると

する状況意味論の定義を採用する． 
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*7． 情報線は情報粒子が互いに結びついたデジタルトランジティティーの第２段階であり，情報構築より各情報空間には必ず含有

される（デジタルトランジティビティーの定義より）．ここでは，ネットワーク（N）はコンピュータ（C）に含有するという

包含関係（N⊃C）が成り立つ． 
*8．この場合，ソーシャルメディアは新情報空間に対する「親世界」となり，新情報空間は「子世界」となる． 

 
 
 

３． 情報と世界拡張 
  
第２章より，情報は世界拡張と深く関与していると述べた．ここからは，デジタルコミュニケーションが具体

的にどう情報構築を起こし，世界拡張が達成されるのかを説明する．まずここに情報（P）（Q）が存在するとす

る．デジタルトランジティビティーにより，情報（P）と情報（Q）が融合し新情報（R）が創作される．この新

情報（R）は新たな子情報＜b1．．．．bn＞を包含する．デジタルコミュニケーションは情報構築を繰り返し発

生させることで世界拡張の起因となる．例えば，情報（R）は同原理にて他の情報（S）と結びつき，新情報

（T）を生み出すことがある．このように，情報はデジタルトランジティビティーを通して融合連鎖を起こして

いると考える事が出来る．これは同時に情報構築の連鎖により，情報拡張が起きていると言えよう．デジタルコ

ミュニケーション論では情報拡張が世界拡張の大きな要因であるとしている．ではどのように情報と世界の関係

性を述べているのか，本章で詳しく考察していくとする．そこでまず， 
 

１，情報と世界の関連性， 
２，世界拡張の根本的理由 

 
という２つの命題より考えていく．まず１の論点であるが，デジタルコミュニケーション論における情報と世界

の考え方を述べる必要がある．始めは粒子（点）でしかなかった情報粒子はデジタルトランジティビティーが起

きることにより情報塊（線）となる．情報粒子（P）と情報粒子（Q）が融合されることにより新情報粒子（R）
が発生することは同時に，（P）（Q）（R）の情報連鎖（線分化）が起きていると考察できる．これらの情報は

線となり単独の情報群を構成する．これが情報塊である．情報塊は情報粒子と同じように子情報を包含するが，

異なる情報粒子が含有される点において上位概念の情報である．例えば，「紅白」という情報は（P）（Q）

（R）の情報粒子が融合連鎖している状態である．これは別に，情報粒子（R）が情報粒子（P， Q）の両方を包

含しているとも言える．よってここでは，「紅白」は情報塊（α）である．この情報塊（α）は他の情報塊（β）
とさらにデジタルトランジティビティーを起こす場合がある．例えば，情報塊「紅白」と他の情報塊「学校」が

結びつく事により，「運動会」という新情報が誕生するとする．この情報（Φ）は２つの情報塊（α， β）を含有

するさらに上位の情報である．この情報塊によって構成されている情報郡のことを情報核（面）と呼ぶ．この段

階において情報はもはや粒子ではなく，粒子を構成する集合体となっている．この集合体はデジタルトランジテ

ィビティーによって他の集合体とさらなる融合を果たし，最終的に‘情報空間’を作り出すのである*9．情報空間

とは複数の情報核によって構築された意味の世界である．デジタルコミュニケーション論ではこの情報世界が

我々の認知する世界であるとし，世界とは情報が密接に融合を果たした空間であると説いている． 
［図－２］，［図－３］ 

 
 

［図－２］情報空間の階層構造（情報粒子，情報塊，情報核） 
 

 
今日の科学において，ビッグバン以後世界が物理的に拡張している根拠は自然科学・物理学上で証明されてき

ている．デジタルコミュニケーション論では，この世界拡張を情報科学と密接に関連づけるうえで，宇宙空間で

存在するあらゆる自然現象を情報構築の一環として捉えている．さらに情報を意味の上位概念と位置づけたこと

から，認知科学と情報の関連性の考察を可能にしている．デジタルコミュニケーション論では現実世界と現象・

心理世界の両面を含めた考察が可能である． 
 デジタルコミュニケーション論は，構造主義理論による世界と情報の関連性を論じると同時に，世界拡張の根

本的動機に対する考察を行う．世界が拡張される過程はデジタルトランジティビティーにより情報粒子の連鎖に

よるとしたが，ではこの連鎖が起きる理由について言及していきたい．全ての情報粒子はある一定の小情報（子

情報の量と質は捉え手によって異なる: Barwise and Perry 1983 and Devlin 1991）を含有するが，こうした子情報は

単独で存在することができない．各子情報に帯する＋／－の電磁性により，単独だと孤立し情報の削除が起きる

からである．子情報の基本的性質として，常に正反対の電磁性を持つ子情報と結びつこうとする動機が存在する．

これがデジタルトランジティビティーの起こる普遍動機である．万一，子情報に電磁性が帯びていないとデジタ

ルトランジティビティー自体が発生しないことになる．子情報は孤立し（削除の対象），情報構築は結果として

起こりえない．よってこの状態では世界拡張は制限される．ビッグバンを始めとする世界拡張の基本原理はこう

した情報粒子の存在とそれに伴う電磁性の存在なしにあり得ないのである．結論として，世界拡張を決定づける

ものは 
 
１，情報粒子 
２，電磁性 
３，デジタルトランジティビティー 

 
であり， 
 
それぞれ世界拡張の 

１，原因 
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２，理由  
３，結果 

となる．この３要素の１つでも欠けると世界構築（情報構築）は達成されない． 
 

 
 

［図－３］ デジタルコミュニケーションにおける情報連鎖と世界拡張 

 
以上より，状況意味論（Barwise and Perrry 1883）の考察と結びつけながら，情報がどのように世界に影響を与え

ているのか更なる考察する．状況意味論（situation semantics）では，意味（meaning）は世界と相対的に対峙して

いて，意味は受け手がどの世界に滞在するかによって変化すると論じている．その上で，全ての生命体

（organism）は全世界（the whole world）を一度に認識するのではなく，自身が世界を個別化させなければならな

い（individuation）とする．なぜなら，生命体の認識範囲はあくまでも自身の保有する知覚機能に限られるからで

ある．よって，状況意味論でいう世界とは状況（situation）である．状況と付随するものとして場所，時間があ

るとする． 例えば，David sees something at some place at some time という状況は，{<<see， David， s， l， t，
1>>: s = situation， l = location， t = time} （P33， Devlin， 1991）で表すことができる．これはデジタルコミュ

ニケーションでいう情報粒子が融合された第２の段階（情報の核）と同等である．状況意味論では状況が情報粒

子の集合だとし，({s ⊃ σ} / s = situation， σ = infon) で表す．したがってデジタルコミュニケーション論と同様，

世界は情報の塊であると述べている．しかし，状況意味論ではあくまでも状況が情報の核と捉え，情報粒子を含

んだ情報がどのように構築されるという論点はない．また，状況意味論でいう情報粒子は常にある状況化におけ

る集合体であり，単独の情報粒子は存在しない．情報粒子がどのように構築し，意味を成すのかという議論につ

いては触れられていない．よって，デジタルコミュニケーション論における最小情報単位が情報粒子であるのに

対して，状況意味論では情報粒子の集合体（状況）である．Devlin (1991) はこの問題に対して，情報粒子の物理

的存在を実証することができないからだと述べている．デジタルコミュニケーション論では，情報粒子を世界の

あらゆる現象の起点と位置づけた上で，世界に存在するあらゆる事象が情報粒子 ({ω ⊃ σ} / ω = world)であると

広義する．よって，情報粒子の存在有無に対する議論は事実上無駄である． 
 状況意味論では世界（situation）を現実世界（real situation），抽象世界（abstract situation）と２つに分けてい

る．現実世界とは人間が視覚，物理をもって認証する世界であり状況の個別化の際に必要である．それに対して

抽象世界とは，我々が心理的に考え構築する現象世界である．抽象世界は主に認知現象の実証を果たすものとし

て，科学理論の対象とされている．状況意味論では抽象世界を現実世界と常に呼応する形で捉え，抽象世界を分

析する事により現実世界が解明されると説く．その上で，現実世界とはあくまでも生命体が状況の個別化を示す

ものとされ，科学的解析はあくまでも抽象世界を対象にして考察している．デジタルコミュニケーション論では

必ずしも現実世界が抽象世界と呼応していると考えない．例えば，幻想上の生物である麒麟（k）と現実世界に

存在する麒麟 （k’） は必ずしも同じであると言えない．これは情報粒子において子情報の真偽を断定する i の

不一致が両者（k），（k’）にあるからである．例えば，幻想上で存在する麒麟の子情報を断定する i は 1（真）

であるのに対して，現実世界に存在する麒麟は 0（偽）である（実際のところ，現実世界で麒麟は真となり得な

い）．デジタルコミュニケーションでは，真偽の断定をする i 次第で現実世界か抽象世界かに判断される．よっ

て状況意味論とは違い，デジタルコミュニケーション論は現実世界と抽象世界の両面を包括的に解析することが

出来ると言えよう． 
情報粒子とはこの世界を構築するエッセンスである．デジタルコミュニケーション論でいう世界とは情報の塊

であり， 情報粒子はこの世のあらゆる事象，現象を生み出す原因であるとした．言い換えれば，情報粒子は１

つの単独粒子ではなく，あらゆる事象，現象に存在する普遍粒子（universal matter）であると考えられる．本章

では「人間社会」という具体的事例を出して，情報と社会の関係を社会情報論の観点から考察していく．その上

でまず，社会と情報の大まかな関連性について述べるとする． 
ビッグバン以後の世界は物理的に全ての生命体にとって共通である．言い換えれば，世界とは全ての生命体に

とって例外無く存在するということである．しかし，この共通世界の存在の中で生命体（organism）は異なる世

界を形成する．例えば，人間の捉える世界とイルカの捉える世界とは物理的に同じであっても認知的には異なっ

ている．これは状況意味論でいう世界の個別化の結果であるとされる．人間が認識する世界とイルカの認識する

世界が違うは異なる生命体が異なる世界の個別化をはかっているからだ．この世界の差異はデジタルトランジテ

ィビティーの相違よりなる．例えば，同じ「海」という情報粒子でも，子情報は人間とイルカにとって異なる．

子情報の違いにより，必然的にその後のデジタルトランジティビティーの発生は異なってくる．これが示すこと

として，異なる情報は異なる世界を作りだすということである． こうした生命体によって異なる世界を社会と

呼ぶ．人間社会を問わず社会とは生命共存における基本原理であるといわれる．それぞれの社会の性質は異なろ

うとも，生命体は社会を作ることで自身の安定と安全を確保するという点で共通である．ビッグバンが空間を作

り出し，情報の連鎖を起こしたように，生命体が社会を作ることで社会における情報連鎖を作りだす．デジタル
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コミュニケーション論ではこの情報連鎖に着目し，人間社会においてソーシャルコミュニティーの増加，情報媒

体の増加という２つの普遍的現象に関して考察していく．まず両者の点に共通するものとして，情報の増加があ

る．これは情報が単に増加しているのではなく，情報を創作するデジタルトランジティビティーが増加している

という捉え方をするに至る．なぜならば，新情報の発生には必ずデジタルトランジティビティーが必要であるか

らだ．デジタルトランジティビティーの発生は自然界において普遍的なものとされていることから，今日の社会

の中で情報の増加が起きるということは容易に想像することが出来よう．それでは，具体的にデジタルトランジ

ティビティーがどのように増加し，結果として新たな情報が生み出されていくのかを探っていく．デジタルトラ

ンジティビティーが起きる原因として子情報の電磁性であると述べたが，電磁性の種類が同じであればあるほど

デジタルトランジティビティーは起きず孤立子情報の数は増える事になる．孤立子情報の数が増えると融合を起

こそうが為に，他の電磁性を帯びた子情報を探そうとする動機が発生する．結果として，デジタルトランジティ

ビティーの発生する可能性は増加する．例えばここに２つの異なる情報粒子（P），（Q）があり，それぞれ子情

報（a1）と（b1）を含有しているとする．（a1）は＋の電磁性が，（b1）はーの電磁性を帯びているとする．こ

の状態では，＋－という相反する子情報が正常にデジタルトランジティビティーにより融合される．しかし，も

し（a1），（b1）ともに＋もしくはーの電磁性を帯びていた場合融合は起きることがない．これは同時にデジタ

ルトランジティーの失敗である．デジタルコミュニケーションの性質として，上記のような相反状態が起きれば

起きるほど新情報が登場するとされる．新情報が増えることで新たにデジタルトランジティーを起こす動機は最

大になる．［図－４］ よってデジタルトランジティビティーの増加に関して，以下の論理がいえる． 
 

 
条件１:デジタルトランジティビティーが起きる原因は子情報．子情報の電磁性が同じであればデジタルト 

     ランジティビティーは起きない． 
 

条件２:デジタルトランジティビティーの失敗により孤立子情報が残る． 
 

条件３:孤立子情報は自身の性質を変える（情報の変革），もしくは第３の子情報と融合を果たそうとする． 
ここにデジタルトランジティビティーの更なる動機が起こる． 

↓ 
結果：デジタルトランジティビティーの失敗はデジタルトランジティビティーの増加を促す． 
 

 
これを踏まえた上で，今日の人間社会の現象を捉えると「同じ性質（電磁性）を持った情報が多ければ多いほど，

新たな情報が生まれる．」と言える．では同じ性質の情報が作り出される論理とは何か．それには２つの条件か

ら推測できる．１つは子情報の含有する電磁性の変異である．例えば，本来情報粒子（a1）と（b1）は相反する

電磁性＋－を帯びていることから結びつくものだったが，あることから同性の電磁性を持ってしまい融合されな

くなる．もう１つは，元来より同一の電磁性を帯びた子情報がそうでないものよりも多く生み出される状態によ

る．両者の条件のどちらかが起きることにより，デジタルトランジティビティーの増加，変化が起きる．そして

新情報が生み出されるという論理である．ではこうした条件が起きる理由とは何か．１つは世界の増加により，

類似した情報が数多く創作されることがある．もっとも顕著なものでいえば，コンピュータという情報世界の誕

生であろう．コンピュータは情報粒子の集合体が次々と融合を果たした結果誕生した１つの情報の空間である．

前章でも述べたが，この空間は一種の世界であると言うことが出来る．こうしたコンピュータという新世界の登

場により，既に存在していた別世界の情報に大きな影響を与えることとなった．例えば，今まで“A”という意味

である情報は１つしかなかったが，今では２つ（もしくは以上）になった．同じ意味をもつ情報が複数誕生した

ことは同時に，同じ属性（電磁性）をもった情報粒子が数多く生み出されたということになる．上記の事態より，

同一の電磁性を帯びる子情報が複数創作され，結果としてデジタルコミュニケーションによる新たな情報構築が

行われるのである．類似情報が登場する背景としてもう１つの可能性が存在する．それはコンピュータの登場に

よって，ある情報粒子は今まで結びつくことのなかった情報粒子と結びつくことで 
ある．この結果，本来＋の電磁性をもった情報粒子が－の電磁性をもつなど電磁性の変化が起きる．また国際化

などの影響により，同じ形式を持った異なる情報粒子が次々と世界中を飛び回り融合を果たすこととなった．こ

れは物理的に情報世界が拡張したもっとも顕著な例であるといえる．こうした類似（もしくは同一）の情報粒子

もまた，同一の電磁性を帯びた子情報を包含する．類似情報が多く存在することにより，本来とは別の性質をも

つ情報粒子が数多く生まれる可能性も十分高くなりうる．よって，情報構築による情報増加は新情報誕生の比率

に比例する． 
 

 
 

［図－４］ デジタルトランジティビティーの動機 
 
 

 
*9． 情報融合は常に連鎖を繰り返す．本論文では一部の例のみを紹介したが，現実世界では膨大な量の情報が 次々と絶え間なく

連鎖している．情報空間の存在を本文上の例で挙げるとする．「運動会」（Φ），「文化祭」（Ψ），「節分祭」（Ψ）などの情

報塊が融合する事により情報空間である「行事」（Α）が創作される．情報空間の概念解釈は広く，状況意味論での個人間差異

は最大になる．これは「行事」に含まれる情報粒子が数多く含有されているということから言える． 

 

 

終わりに 

 
デジタルコミュニケーションとは情報に含まれる意味がデジタルトランジティビティーにより融合し，新たな

情報や意味の誕生が発生する原理を指す．デジタルトランジティビティーは情報の滞在する状況や時間により変

動することから，異なる地域や生物間における情報構築には差異が存在する．意味の拡張を具体的に考察するこ

とにより，いままで曖昧であった社会の慣習，道徳から始まる自然法への動機が説明されるのではないか．また，

今後世界の異なる地域におけるデジタルコミュニケーションを探ることにより，民族間や国家間の認識や倫理感

の違いを具体的に説明し，紛争の具体的解決を導くことができると信じている．本論文では，理論の提唱に優先

を置いたため，こうした社会科学における実例に対して多く語ることはできなかった．今後，デジタルコミュニ

ケーションの原理を社会科学のみならず認知科学へと応用し，世界構築の動機付けを紐解くきっかけにしていく

ことができれば幸いである． 
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